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第第
3131
回回    

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会    

開
催
開
催

　
三
月
二
十
五
日
、
第
三
十
一
回
通
常
総
代
会
が
上
小
森

林
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
総
数

二
〇
〇
人
中
一
八
一
名
（
内
委
任
状
六
十
八
名
）
が
出
席

し
、
議
長
に
は
東
御
地
区
の
塩
崎
和
男
氏
が
就
任
し
、
議

事
が
進
め
ら
れ
、
提
出
議
案
全
て
が
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
で
は
、
上
田
地
区

選
出
の
白
鳥
武
彦
理
事
と
山
㟢
博
康
理
事
が
退
任
さ
れ
、

同
地
区
の
深
町
比
呂
志
理
事
、
原
田
孝
彦
理
事
が
新
た
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
組
合
長
挨
拶
（
要
旨
）

　
本
日
は
第
三
十
一
回
通
常
総
代
会
に
、
御
来
賓
の
皆
さ

ま
、
総
代
の
皆
さ
ま
、
公
私
共
に
御
多
忙
の
中
、
御
出
席

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
不
安
定
な
国
際
情
勢
が
続
き
、
燃
料
価
格
の
高
騰
に
よ

り
燃
料
費
が
上
昇
し
、
さ
ら
に
ナ
フ
サ
を
原
材
料
と
す
る

物
価
の
上
昇
も
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
も

大
き
な
影
響
が
及
ん
で
お
り
ま
す
。
遠
く
の
出
来
事
が
身

近
な
問
題
と
な
る
時
代
で
あ
り
、
先
の
見
通
し
が
難
し
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
当
森
林
組
合
で
は
令
和
七
年
度
、
戦

後
に
植
栽
さ
れ
収
穫
期
を
迎
え
て
い
る
森
林
資
源
を
活

用
し
、
国
が
掲
げ
る
林
業
の
成
長
産
業
化
及
び
「
伐
っ

て
、
植
え
て
、
手
入
れ
を
す
る
」
循
環
型
林
業
の
推
進
に

取
り
組
み
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ

せ
、
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
べ
き
森
林
づ
く
り
を
最
重
要

課
題
と
し
て
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
事
業
実
績
は
、
伐
採
面
積
一
四
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
搬

出
材
積
四
万
四
千
立
方
メ
ー
ト
ル
、
植
栽
面
積
一
一
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
植
栽
苗
木
二
十
六
万
本
、
事
業
取
扱
高

十
七
億
九
千
万
円
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
三
千
四
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
本

所
に
お
け
る
春
の
「
植
木
ま
つ
り
」
や
、
五
会
場
で
延
べ

六
千
人
の
来
場
が
あ
っ
た
暮
れ
の
「
し
ん
り
ん
祭
」
を
開

催
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
や
地
域
の
方
々
と
の
連
携
強
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
組
合
員

の
皆
さ
ま
、
市
町
村
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
八
年
度
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
行
き
不
透
明

な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
町
村
・
県
・
国
の
施
策
に

沿
い
な
が
ら
、「
森
林
づ
く
り
を
通
じ
て
組
合
員
と
地
域

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
基
本
方
針
の
も
と
、
安
全
作
業
を

最
優
先
に
、
計
画
達
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

組合長あいさつ
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販売
521,285千円

森林整備
1,259,241千円

令和 7年度
事業実績

総取扱高
1,791,353千円

指導
1,263千円

  加工
9,564千円

販売
503,010千円

森林整備
1,208,330千円

指導
1,760千円

令和 8年度
事業計画
総取扱高

1,722,600千円 加工
9,500千円

令和8年5月より組織の機構改革をし、下図の体制にて業務を行っております。よろしくお願いします。

組　　合　　員

総　　代　　会

代表理事組合長

常　務　理　事

参　　　　　事

理　　事　　会

常 任 理 事 会
監　　事　　会

総
　務
　課

企
画 

・ 

指
導
係

総
　務
　係

会
　計
　係

本
　
　
　所

支
　
　
　所

森
林
整
備
課

販
・
購
買
課

特
　産
　係

加
　工
　係

販
・
購
買
係

金
融・森
林
保
険
係

利
　用
　係

森
林
整
備
係

青
木
支
所

川
東
支
所

依
田
窪
支
所

上
田
支
所

（
管
理
受
託
）

（一部
管
理
受
託
）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

パ
ー
ク
あ
お
き

食
　事
　処

し
ん
り
ん

和
　田
　宿

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

別
所
温
泉

森
林
公
園

信州上小森林組合組織機構図
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新　総　代　名　簿
総代改選が行われ、200名の皆さんが総代に選ばれました。3年間よろしくお願いいたします。

上
　
　
　
田

林　　敏昭 西川　三男 会田晃一郎 林　　益雄 上原　元子 坂田　　信

47名

浜　　文昭 保科　昇寿 吉澤　義徳 山下　　哲 山極　茂幸 竹内　幸雄

竹下　義孝 吉田　　勉 滝沢　　淳 櫻井　　孝 斎藤　敦志 柏原　公夫

福沢　拓美 遠藤　　稔 小林　　剛 加々井洋一 母袋　創一 山﨑　博久

中曽根新治 藤澤　庄司 田中　敦男 湯本　幸一 平林　徳雄 大井　晃

柳沢　憲昭 上野　良幸 佐藤　和成 戸兵　　勝 柄澤　豊彦 柳澤　正敏

西澤　正樹 清水　住夫 荒井　純平 滝澤　道男 小山　泰英 石井　正夫

南波　　勲 水沢　之男 大井　定雄 酒井　　隆 石井　峰雄

東御
中澤　茂幸 大木　勇人 小林　義孝 栁沢　昌美 矢嶋　武典 倉側　信秋

7名
塩崎　和男

丸
　
　
子

岩木　孝男 黒岩　元隆 小宮山益教 滝沢　治喜 今井　利樹 我山　龍一

30名

小山田秀士 小平　倉雄 中村　琢磨 滝澤　　淳 依田　秀敏 高井　浩臣

竹花　文和 金井　　清 春原　旦浩 上野　博文 滝沢　宏男 久保田秀夫

滝澤　清人 髙木　春男 北澤　茂幸 北沢　正利 堀内　茂男 小林　幸雄

小井土　恒 下村　信夫 小林　恒雄 小林　郁夫 川合　敏光 藤原　和夫

長
　
　
門

原田　　実 相馬　　彰 伊藤　賢治 小林　隆幸 柳沢　義雄 児玉　隆一

25名

児玉　和徳 松山　俊紀 伊藤　元美 小野澤信男 柳沢　　強 清水　健一

西城　善之 白井　幸重 清水　英二 丸山　清孝 羽毛田裕太 米沢　俊昭

尾美　賢哉 清水　勝成 両角　　桂 須藤　純男 城内　利雄 宮阪　和幸

尾美　　茂

真
　
　
田

峯村　信一 酒井　佐吉 大久保寿広 伝田　　進 古畑　文彦 唐沢　利彦

36名

塩沢　満孝 堀内　賢一 倉島　一隆 永井　　進 久保　一彦 石塚　　剛

松尾　賢二 坂口　啓吉 滝沢　芳行 柳沢　章雄 田中　　努 山岸　正和

北沢　　功 山宮　龍雄 藤沢　英雄 武捨　宏正 武捨　玲子 橋詰　邦男

山宮　幸政 海瀬　秀樹 橋詰　真一 柳澤　　薫 佐藤　政道 西牧　美二

堀内　雅広 堀内富志雄 半田　久夫 半田　拓夫 清水　良彦 堀内　教光

武
　
石

滝沢　元明 下城　億司 宮下　政登 宮下　一博 上原　正次 斉藤　美夏

18名滝澤甲子男 滝沢　直明 松崎　　昭 金井　秀尚 金井　　建 北川　　茂

小林　繁雄 栁沢　武夫 両角美喜男 斉藤　幸善 大平　将人 北沢　昇行

和
　
田

城下　　仁 相馬　文雄 羽田　久至 工藤　秀雄 遠藤　秀和 遠藤　広一

13名掛野　正治 長井　敏治 伊東　和也 龍野　伸之 工藤　圭一 佐藤　勝太

堀内　欣作

青
　
木

加藤　一裕 早川　政男 関　　政雄 胡桃澤　弘幸 宮入　圭一 高柳　則男

24名
上原　忠司 尾和　義泰 山本　良司 尾和　敏弘 召田　浄光 東川日出夫

沓掛　幸三 堀内　　剛 増田　伸夫 工藤　浩明 沓掛　太郎 丸山　　晃

川田　久夫 片山　正一 栗林　宏光 小林　達登 小林　正博 古見　　茂

役員・総代とも任期：令和8年 3月～令和11年 3月（敬称略）
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しんりん祭
11 月 22日㈯～ 12月 14日㈰

新年安全祈願祭
1 月 5日㈪

コンプライアンス研修会
1 月 5日㈪

　5会場でしんりん祭が開催されまし
た。長芋などの野菜やみかん、林業資
材などを多数ご用意したしんりん祭は
多くのお客様にご来場いただきました。
上田・青木会場では林業重機の実演と、
運転席への搭乗体験会が行われ、子供
から大人まで大変好評でした。

　新年の仕事始めに併せ、
職員全員で労働安全祈願を
行いました。
　今年度も、全職員の中か
ら選ばれた安全スローガン
を掲げ、安全意識の向上を
図り、全職員一同無事故・
無災害を目指します。

　安全祈願祭終了後、コンプライアンス
研修会を行いました。不正を実行させな
い組織づくりを学び、法令順守の当事者
意識を持つことの重要性を改めて感じま
した。学んだことを実践し、より良い組
織となるよう努力してまいります。

組合の活動 あれこれ

令和8年度　安全スローガン

作業前　余裕をもって安全対策作業前　余裕をもって安全対策
危険を予知して無災害危険を予知して無災害

（（販・購買課　販・購買課　召田　祐治）召田　祐治）

青木支所での搭乗体験
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共有林等役員研修会／にぎやかな森づくりフォーラム2026
（場所：サントミューゼ）� 2 月 2日㈪

健康経営優良法人2026（中小規模法人部門）を
� 取得しました!

組合ホームページが
リニューアルしました!

理　事　会� 3 月 9日㈪

午前　地域林業の活性化と森林整備の円滑な実施を図る
ことを目的とした「共有林等役員研修会」を開催し、66
名が参加しました。上田地域振興局林務課の山中様、東信
木材センターの馬場様、長野県森林組合連合会の相場様に
森林づくりの補助金制度についてや、木材価格の動向など
について講師を務めていただきました。

午後　「にぎやかな森づくりフォーラム2026」では、国
立研究開発法人　森林研究・整備機構　小泉様に「シカを
マネジメントする」、特定非営利活動法人ピッキオ　玉谷
様に「クマも棲む信州で暮らすということ～存在を感じつ
つ距離を保つ～」という題材で公演をしていただきました。
　パネルディスカッションでは、「増えすぎたシカ、出没
するクマ～私たちはどう向き合う？～」の議題でディス
カッションが行われました。

　監事 3名による令和 7年度事業の決算
監査が行われました。役職員の職務執行状
況、財務諸表等について、適正に処理され
ていることが認められました。

　9日の理事会では、令和 7年度実績と
令和 8年度計画等について議案審議が行
われ、全ての議案が承認されました。

　健康経営優良法人とは、経済産業省の認定制度です。積極的な健
康活動に取り組んでいる企業（法人）に対して、毎年認定を行って
います。
　職員の健康管理を経営戦略の一つとして考え、職員一人ひとりが
心身ともに健康で、安心して働ける職場づくりを目指し、働きやす
い職場環境の充実に努めてまいります。

最新情報を随時更新しますので、是非ご覧ください。

ホームページURL：https://jforest.jp

決 算 監 査� 2 月 24日㈫
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植 樹 体 験
5 月 12日㈫

しいたけ駒打ち体験
塩田西小・武石小　4月 30日㈭

長門小　5月 15日㈮

植 木 ま つ り� 4 月 11日㈯～ 5月 17日㈰

　春の恒例行事、植木まつりを開催しました。良質で安価な庭木や花などを豊富に取り揃え、販売
するとともに、配達・植え込みなどにも対応いたしました。
　植木まつりの期間中は土日祝も大勢の方にご来場いただきありがとうございました。

　塩田西小学校・武石小学校・長
門小学校でしいたけの駒打ち体験
を実施しました。子供達は地元生
産者さんから話を聞いた後、原木
にドリルで穴をあけ、駒を打つ所
まで体験し、楽しそうに作業を進
めていました。

　東京から有明西学園の中
学 2年生 112 名が、植樹
体験のため長和町を訪れま
した。組合職員による作業
内容の説明の後、植樹用の
道具を使い、約 0.3ha に
600 本のカラマツ苗を植
樹しました。

➡ ➡塩田西小学校

➡武石小学校長門小学校➡

立派なカラマツの森になるといいね
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森
の
仕
事
は
、人
の
仕
事

　
長
野
県
上
田
市
森
林
整
備
課
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

携
わ
り
、
日
々
現
場
に
立
ち
な
が
ら
林
業
と
い
う
仕
事
に

向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
山
に
入
る
た
び
に
感
じ
る
の
は
、

こ
の
仕
事
が
自
然
の
中
で
「
判
断
」
を
積
み
重
ね
て
い
く

仕
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
木
を
伐
る
、
倒
す
、
運
ぶ
。
言
葉
に
す
れ
ば
シ
ン
プ
ル

で
す
が
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
工
程
の
中
に
、
危
険
と
隣

以
上
、
そ
の
責
任
か
ら
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
の
仕
事
は
「
考
え
続
け
る
こ
と
」
そ
の
も

の
が
本
質
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
林
業
は
、
自
然
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、

人
の
生
活
や
経
済
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
産
業
で
も
あ
り

ま
す
。
木
を
伐
る
と
い
う
行
為
の
裏
側
に
は
、
資
源
と
し

て
の
価
値
や
流
通
、
利
益
と
い
っ
た
現
実
が
あ
り
、
森
と

お
金
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
日
々
判
断
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
判
断
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
唯
一
の
正
解
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
然
と
向
き
合
い
な
が
ら
も
、
同
時
に
人
の
意

思
や
欲
と
も
向
き
合
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
こ
の
仕
事
の
難

し
さ
が
あ
り
、
同
時
に
面
白
さ
で
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
現
在
は
現
場
で
の
作
業
と
並
行
し
て
、
林
業
の
魅
力
や

実
情
を
伝
え
る
発
信
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
上
小
林

業
振
興
会
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
森
に
生
き
る
ひ
と
」
で
は
、
日
々

の
現
場
や
、
そ
こ
で
働
く
人
の
声
を
届
け
て
い
ま
す
。
外

か
ら
こ
の
世
界
に
入
っ
た
自
分
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
視
点

を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
人
」
に
焦
点
を
当
て
た
発
信
を

り
合
わ
せ
の
瞬
間
が
あ
り
ま
す
。
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
判
断

の
違
い
が
、
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
う
し
た
緊
張
感
の
中
で
、
常
に
考
え
続
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
自
然
を
相
手
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
思

い
通
り
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
こ
に
は

常
に
“
怖
さ
”
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
の
怖
さ
は
、

人
間
関
係
の
中
で
感
じ
る
も
の
と
は
少
し
違
い
、
も
っ
と

シ
ン
プ
ル
で
、
誤
魔
化
し
の
き
か
な
い
も
の
で
す
。

　
林
業
に
は
、
明
確
な
正
解
や
不
正
解
が
あ
り
ま
せ
ん
。

上小林業振興会

上田市地域おこし協力隊

井上  研太朗 さん

埼玉県川越市から移住

　

令
和
７
年
４
月
よ
り
、
林
業
の
分
野
で
「
上
田
市

地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
活
動
す
る
井
上
研
太

朗
さ
ん
。
日
頃
は
当
組
合
で
林
業
の
経
験
を
積
み
な

が
ら
、
日
々
山
の
現
場
で
森
林
整
備
や
伐
採
作
業
に

携
わ
り
、
林
業
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
感
じ
た
林
業
の
難
し
さ
や

面
白
さ
、
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
想
い
な
ど
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

同
じ
山
で
も
条

件
が
変
わ
れ
ば

判
断
は
変
わ
り
、

ど
の
選
択
が
最

善
だ
っ
た
の
か

は
、
そ
の
場
で

は
分
か
ら
な
い

こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。
数
年

後
、
あ
る
い
は

数
十
年
後
に
初

め
て
見
え
て
く

る
結
果
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
人

が
森
に
関
わ
る
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続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
の
木
材
を
活
用
し
た
「
年
輪
版
画
」
と
い

う
作
品
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
木
が
こ
れ
ま

で
生
き
て
き
た
時
間
を
刻
ん
だ
年
輪
を
そ
の
ま
ま
版
と
し

て
使
い
、
一
枚
一
枚
異
な
る
表
情
を
持
つ
作
品
で
す
。
こ

の
活
動
は
「
燦
燦
輪
廻
（
さ
ん
さ
ん
り
ん
ね
）」
と
い
う

屋
号
の
も
と
、
地
産
地
消
の
価
値
を
伝
え
る
取
り
組
み
と

し
て
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
思
い
出
の
詰

ま
っ
た
木
を
、
や
む
を
得
ず
伐
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

面
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
そ
の
木
を
版
画
と
い
う
形

で
残
し
、
暮
ら
し
の
中
に
飾
れ
る
作
品
と
し
て
届
け
る
こ

と
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
伐
っ
て
終
わ
り
で
は

な
く
、
そ
の
先
に
ど
ん
な
価
値
を
生
み
出
せ
る
の
か
。
木

と
人
と
の
関
係
を
、
別
の
形
で
見
つ
め
直
す
試
み
で
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の

林
業
を
考
え
た

と
き
、
相
手
は

森
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
本
質

は「
人
の
産
業
」

で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
生
活
や

欲
求
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い

る
以
上
、
そ
の

欲
と
ど
う
向
き

合
い
、
ど
う
コ

年輪版画の作品

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
技
術
の

継
承
だ
け
で
な
く
、
自
分
な
り
の
軸
を
持
ち
、
状
況
の
中

で
判
断
し
て
い
け
る
人
が
育
っ
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
こ

れ
か
ら
の
林
業
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
要
素
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
場
で
日
々
感
じ
る
の
は
、
先
輩
方
が
積
み
重
ね
て
き

た
技
術
と
経
験
の
重
み
で
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
作
業
の
一
つ
ひ
と
つ
に
、
多
く
の
知
識
と
判
断

が
詰
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
価
値
は
、
外
か
ら
こ
の
世
界
に

入
っ
た
自
分
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
も
の
に
映
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
そ
れ
ら
は
も
っ
と
外
に
伝
わ
っ

て
い
く
べ
き
も
の
だ
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
林
業
は
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

そ
の
中
に
は
、
自
然
と
向
き
合
い
、
人
と
向
き
合
い
、
自

分
自
身
の
判
断

と
向
き
合
い
続

け
る
面
白
さ
が

あ
り
ま
す
。
正

解
が
な
い
か
ら

こ
そ
考
え
続
け

る
。
そ
の
積
み

重
ね
の
中
に
、

こ
の
仕
事
の
価

値
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
仲
間
を
失
う

こ
と
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
は

い
け
な
い
。
人

生
を
懸
け
て
働

け
る
仕
事
だ
か

ら
こ
そ
、
人
と

し
っ
か
り
向
き

合
い
、
よ
り
良

い
職
場
環
境
を

つ
く
り
、
よ
り

良
い
森
へ
と
繋

げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
事

故
や
怪
我
を
減

ら
す
こ
と
に
真

剣
に
向
き
合
い

な
が
ら
、
現
状
に
満
足
せ
ず
、
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し

て
い
く
。
理
想
論
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

う
し
た
積
み
重
ね
の
先
に
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
森
林
組
合

の
姿
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
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令和7年12月15日付

育成班　技能職員　村
むら

山
やま

　晋
しん

介
すけ

　前職ではバルブ
メーカーで設計を
しておりました。自
然の中で体を使う
仕事をしたいと考え、
この職を選びました。
山での仕事は、危険

と隣り合わせだと感じることが多く、体
力を使う仕事です。しかし、大自然の中
で仕事をするのは楽しく感じます。一日
でも早く一人前になれるよう努力してま
いります。よろしくお願いいたします。

令和8年4月1日付

育成班　技能職員　成
なり

田
た

　　薫
かおる

　林業は初めての
経験ですが、将来
林業のプロとして活
躍できるよう日々学
んでいきます。私は
自然の中で働きたい

と考えていましたので念願の仕事ができ
てうれしく思っています。わからないこ
とばかりで不安は多いですが、先輩方の
姿を見て前向きに取り組んでいきたいで
す。

令和8年4月1日付

育成班　技能職員　小
こ

林
ばやし

　望
もう

世
せ

　林業は全くの未
経験ですが、焦ら
ず、慢心せずに一
人前になれるよう一
生懸命に取り組み
ます。山での仕事

は、不安定な足場や急斜面の作業など体
力的にきついと思うこともあります。し
かし、自然の中で働けるため、ストレス
がとても少なく、一仕事終えた後の達成
感が大きいです。

令和8年4月1日付

育成班　技能職員　山
やま

﨑
ざき

　翔
しょう

太
た

　今までとは異なる
林業の業界に新しく
入りました。山での
仕事は、以前の仕
事とは違い、外で作
業をするので、天気

によって大変さが変わりますが、天気の
良い日は汗をかいてとても気持ちよく仕
事ができて最高です。初めての事ばかり
ですが、一生懸命頑張ります。よろしく
お願いいたします。

４人の新しい仲間が加わりました!
皆様どうぞよろしくお願いします!
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正解された方の中から、抽選で３名様に、
食事処「しんりん」1,000円分の御食事券をプレゼントします！
※当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

郵便はがきに下記内容を必ず明記し、ご応募ください。

〒 386-1212

上田市富士山
2464-226

信州上小森林組合
　やまびこ編集部 宛

表
①クイズの答え
②郵便番号・住所・
　氏名・年齢・
　電話番号
③組合、広報誌への

ご意見・ご感想な
どご記入下さい。

応募方法【締切】令和8年7月31日（消印有効）問題  ※①～③から正解の番号を選択してください。

長野県に主に生息しているクマの
種類は何でしょうか。

①　ヒグマ

②　アルクマ

③　ツキノワグマ

前号（60号）の答えは「①令和8年 3月」／応募総数18通（正解18通）。ご応募ありがとうございました。

裏

※なお、いただいたご意見ご感想を本誌に掲載させていただく場合があります。
　不可な方はその旨もご記入ください。

クマの出没に気を付けようクマの出没に気を付けよう
　近年、ドングリの不作による食料不足や、気候変動などによって、人
とクマとの遭遇が増えています。クマとばったり遭遇しないようにラジ
オや熊鈴など音が鳴るものを携帯しましょう。また、遭遇してしまった
ときに備えて熊撃退スプレーの携帯も推奨されています。
　当組合でも熊関連グッズを取り扱っていますので是非ご活用ください。

森林組合購買
熊撃退スプレー

熊 よ け 鈴

カウンターアソールト
CA230
噴射距離目安 9m
連続噴射時間約 7秒

BEAR BELL  森の鈴（小）
ワンタッチ消音機能付き

BEAR BELL  森の鈴 Pico
ワンタッチ消音機能付き
カバー付きでバックに接触しても響く

カウンターアソールト
ストロンガーCA290
噴射距離目安 12m
連続噴射時間約 8秒

18,150円

2,640円 1,760円

22,550円

※記載品の他にも多数の品揃えがございます。詳しくは最寄りの支所までお問い合わせください。
※価格は変動することがあります。（価格はすべて税込です。）



■信州上小森林組合
本所・上田支所／☎ 0268-39-8522・FAX0268-39-8523　〒 386-1212　長野県上田市富士山 2464-226
依田窪支所／☎ 0268-68-2172・FAX0268-68-2056　〒 386-0603　長野県小県郡長和町古町 2457-1
川 東 支 所／☎ 0268-72-3703・FAX0268-72-3881　〒 386-2201　長野県上田市真田町長 7178-1
青 木 支 所／☎ 0268-49-2021・FAX0268-49-2641　〒 386-1601　長野県小県郡青木村大字田沢 22

61 号　令和 8年 6月 1日　 12

あ
と
が
き

　
今
年
度
は
三
年
に
一
度
の
組
合
役
員・総
代・

参
与
委
員
の
改
選
の
年
で
し
た
。
就
任
さ
れ
た

皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
猛
暑
、
秋
は
残
暑
が
厳
し
く
な

る
よ
う
で
す
。
熱
中
症
に
は
十
分
注
意
し
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

ご意見・ご相談はお気軽にどうぞ

組合
ホームページ山林の手入れ等のご相談

やお悩み、その他組合に
関するご意見・ご質問等
がございましたら、お気軽
にお問い合わせください。

食事処しんりんでは
Instagram を更新して
います。
ぜひご覧ください。

●
職
員
の
動
き

【
採
　
用
】

十
二
月
十
五
日
付

　
技
能
職
員

　
　
村　
山　
晋　
介
（
育
成
班
付
）

四
月
一
日
付

　
技
能
職
員

　
　
小　
林　
望　
世
（
育
成
班
付
）

　
　
成　
田　
　
　
薫
（
育
成
班
付
）

　
　
山　
﨑　
翔　
太
（
育
成
班
付
）

【
退
　
職
】

十
一
月
三
十
日
付

　
技
能
職
員

　
　
中　
山　
晃　
平
（
川
東
支
所
）

十
二
月
二
十
四
日
付

　
嘱
託
職
員

　
　
佐　
藤　
美
枝
子
（
上
田
支
所
）

十
二
月
三
十
一
日
付

　
技
能
職
員

　
　
高　
藤　
祐　
也
（
育
成
班
）

四
月
三
十
日
付

　
職
員

　
　
吉　
池　
　
　
和
（
業
務
課
主
任
）

【
異
　
動
】

五
月
一
日
付

　
販
・
購
買
課
長

　
　
髙　
井　
紀　
和
（
業
務
課
長
）

　
森
林
整
備
課 

兼 

販
・
購
買
課
書
記

　
　
川　
村　
若　
菜
（
業
務
課
書
記
）

　
販
・
購
買
課　
嘱
託
職
員

　
　
召　
田　
祐　
治
（
業
務
課
兼
青
木
支
所
）

　
森
林
整
備
課
長 

兼 

上
田
支
所
長

　
　
中　
村　
武　
志
（
上
田
支
所
長
）

　
森
林
整
備
課 

兼 

上
田
支
所
主
任

　
　
後　
藤　
輝　
明
（
上
田
支
所
主
任
）

　
森
林
整
備
課 
兼 

上
田
支
所
書
記

　
　
中　
山　
真　
美
（
上
田
支
所
書
記
）

　
森
林
整
備
課 

兼 
上
田
支
所
技
手

　
　
尾　
川　
　
　
聡
（
上
田
支
所
技
手
）

　
森
林
整
備
課 

兼 

上
田
支
所
技
手

　
　
澁　
谷　
一　
樹
（
業
務
課
技
手
）

　
総
務
課 

兼 

森
林
整
備
課
書
記

　
　
塩　
入　
和　
子
（
総
務
課 

兼 

業
務
課
書
記
）

　
青
木
支
所
技
手

　
　
北　
村　
拓　
人
（
業
務
課
技
手
）

　
組
合
か
ら
の

　
組
合
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
お
知
ら
せ

●
組
合
員
の
名
義
変
更
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　
相
続
な
ど
に
よ
り
名
義
変
更
を
す
る
場
合
は
、「
組

合
員
の
死
亡
届
と
相
続
人
の
加
入
申
込
書
」
等
で
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
住
所
を
変
更
し
た
場

合
は
「
出
資
者
住
所
変
更
届
」
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
手
続

き
・
書
類
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く

の
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


